
 
「プラセンタ注射」は "無届け臍帯血医療"とは何ら関係ありません。 

また、「胎盤」＝プラセンタは、「臍帯血」（英語にすると umbillical cord blood: アンビリ

カル コード ブラッド）とは全く異なるものです。臍帯血は、「へその緒」に含まれている

「血液」です。 

 

プラセンタ注射は、厚生労働省が認可した「医薬品」です。 

”更年期障害” ”乳汁分泌不全”（メルスモン）、及び”肝機能障害”（ラエンネック）に保

険適用があります。 

メルスモンが１９５９年に薬価収載されてから数えると約６０年近い歴史があります。 

その間に、臨床でも基礎でも数多くの「科学的根拠」が記載された論文が世界中で書か

れています。（下記参照） 

  

 

 

  

 



また、騒がれている、無届け臍帯血医療の主要な問題点は、届け出さえすれば何ら問

題ない治療法を「届け出していなかった」点にあるわけです。 

 

ですので、プラセンタ注射とは全く関係ありません。 

  

上記２点で、全く異なるものであることがおわかり頂けたでしょうか？ 

  

臍帯血医療は、本来、疾患治療の為に開発されたものであり、白血病など、血液のが

んに対して有効な治療法です。 

一部の誤まった使い方により、優れた治療法、それによって恩恵を受ける可能性がある

方がいる治療法にとって、その全体にマイナスイメージが持たれてしまう事を、以前より

一医師として強く危惧しています。 

  

以上、プラセンタ注射によって恩恵を受けられている患者様が必要のない不安を招か

れることが無いようお伝えしておきます。 

 (長瀬眞彦理事長 ブログから) 

 


